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2017 年「今年の漢字」は『北』 

 日本漢字能力検定協会が全国公募により決定した今年の世相

を表す漢字が『北』に決まりました。北朝鮮のミサイル発射や

核実験の強行、九州北部豪雨、北海道産のじゃがいもの不作な

どの話題から選出されました。トップ１０までに入った漢字を

みると、「北」「政」「不」「核」「新」「選」「乱」「変」「倫」「暴」

と世相の厳しさ、人の心の身勝手なわがままさを感じさせるも

のが多かったように思います。 

 さて、２学期の終業式を終え、２０１７年も残すところ１週

間となりました。学期末懇談の中でこの１年を振り返り、新年

に向けた課題、目標を明確にすることはできましたか。３年生

にとっては、いよいよ進路決定、そして卒業に向けた重要な３

カ月となります。 

 そこで、皆さん一人ひとりの「今年の漢字」を考えてみてく

ださい。この１年を振り返り、自分自身を見つめなおすことに

よって、これからの自分の進むべき道、やるべきことが見えてくると思います。 

「1 年の計は元旦にあり」です。 

2018 年 新年を迎えるにあたって 

相田みつをさんの「根」という詩です。 

シドニーオリンピック（２０００年）・女子マ

ラソンで金メダルに輝き、女子スポーツ界で初

めて国民栄誉賞を受賞した高橋尚子さんを知っ

ていますか。現在は、スポーツキャスターやマ

ラソンの解説者として活躍されていますが、大

学（大阪学院大学）時代には、一度も学生日本

一になることはできませんでした。 

１９９５年、小出義雄監督を慕ってリクルートに入社、マラソンにも挑戦しますが、

なかなか結果は出ませんでした。１９９７年、小出監督やチームメートとともに積水化

学に移籍、1 年後、名古屋国際女子マラソンで初優勝を飾りました。その後、ケガや病気

で入院するというアクシデントもありましたが、毎日の厳しい練習に取り組み、２００

０年の名古屋国際女子マラソンで優勝、シドニーオリンピックの切符を獲得しました。

その後は、オリンピック優勝、翌年ベルリンマラソンでは世界新記録で優勝するなど、

見事に結果を出していきました。２００８年に引退しましたが、その後は各地でジョガ

ーとしてマラソンに参加、また、「子どもたちに笑顔のシューズを贈ろう」を合言葉に、

中古のシューズを集めて、裸足の生活を余儀なくされている発展途上国の子どもたちに

寄贈する活動にも取り組んでおられます。 

高橋選手は「何も咲かない寒い日は、下へ下へと根を伸ばせ、やがて大きな花が咲く」

と常に心に刻んで、練習に励んでいたそうです。困難から逃げていたら、皆さんの根は

育ちません。せっかくの才能も枯れてしまいます。ある日を境にすさまじく成長するそ

のときまで、忍耐と我慢で基礎を固め、栄養を蓄える努力を続けてください。 

勉強でも、部活動でも、努力なくして成果は得られません。大きな夢を抱けば抱くほ

ど、根はしっかりと深く生やしていかなければなりません。春に花を咲かせ、でっかい

実を稔らせるために、今、この時の努力を惜しまないでください。 

自分の夢、目標に向かって、大きく飛躍する２０１８年にしてください。 

私にとっての 

今年の漢字 



1 月土曜授業 生山裕人氏（元千葉ロッテマリーンズ）講演会 

 『夢の見つけ方 叶え方 諦め方 ～全力疾走でワクワクの先へ～』 

１月１３日（土）１・２年生を対象に土曜授業・人権講演会を実施します。 

講師の生山裕人氏は、２００８年の育成ドラフトで、四国アイランドリーグ・香川オリ

ーブガイナーズから千葉ロッテマリーンズに入団、あこがれのプロ野球選手になるとい

う夢を実現しました。しかし、プロ野球選手になるまでの経緯は普通ではありません。

阪南中学校軟式野球部から府立天王寺高校硬式野球部へ、一浪を

して近畿大学に入学後、２部（夜間）の準硬式野球部に所属。そ

んな中でどうやってプロ野球選手という夢を実現したのか・・・ 

生山氏は４年間のプロ野球選手生活の後、ウェディングプラン

ナーに転身、３年間務めた会社を退職し、現在は「自分だからで

きることに向き合い、その思いを伝えていきたい」と講演活動に

取り組まれています。 

「夢を追いかけ実現し、その先にあるものへさらに全力疾走で

立ち向かっていく」ご自身の経験を通して、子どもたちに勇気と

元気を与えてくれます。 

保護者の方もぜひ、子どもたちと一緒に講演をお聴きください。 

『ＡＬＬ ＯＵＴ』 悔いなきよう持てる力を全て出し切れ！ 

３年実力テスト １・２年大阪府中学生チャレンジテスト 

 ３学期が始まれば、３年生にとって

中学校生活３年間の総決算、入学試験

を直前に控えて自分自身の実力を最

終チェックする第５回実力テストが、

１月１０日（水）・１１日（木）に実施されます。また、１・２年生は、大阪府の中学校

が一斉に行う「大阪府中学生チャレンジテスト」が１月１１日（木）に実施されます。 

これまでの学習の成果をしっかり発揮し、悔いの残らない結果が出せるように、冬休

みにもしっかり学習に取り組んでください。 

『ＡＬＬ ＯＵＴ』 自分の持てる力を全て出し切ろう！！ 
大阪府中学生チャレンジテストの目的 

 ① 府内における生徒の学力を把握・分析することにより教育指導の改善を図る 

  ② 生徒一人ひとりが自己の学習到達状況を正しく理解し学習意欲を高める 

③ 調査結果を活用し公立高等学校入学者選抜における評定の公性の担保に資する資 

料を作成する 

 

 

 

 

※ １年生のチャレンジテストは３教科のため、社会・理科は校内独自テストを行います 

中学生の税についての作文・税に関する標語 玉中生活躍 

 １１月１７日（金）、公益財団法人西成納税協会において「中学生の税についての作文

表彰式」が行われ、３年の森山孝和君が「近畿納税貯蓄組合総連合会会長賞」、砂原舞さ

んが「西成税務署長賞」を受賞しました。式の中で、森山君が全表彰者を代表して受賞

作文を披露しました。また、「税に関する標語」では、３年の合澤月雪さん、田和千紗乃

さんが「西成税務署管内租税教育推進連絡協議会賞」を受賞しました。 

第５回実力テスト １ 限 ２ 限 ３ 限 

１月１０日（水） 国 語 理 科 英 語 

  １１日（木） 社 会 数 学  

1 月１１日（木） １ 限 ２ 限 ３ 限 ４ 限 ５ 限 

１年生 国 語 数 学 英 語 （社 会） （理 科） 

２年生 国 語 社 会 数 学 理 科 英 語 


